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～ 調査ご協力のお願い ～ 
 

 市民の皆様には、かねてから鹿児島市政に対しまして、各面からご理解とご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。 

 鹿児島市では、令和４年度から１３年度の１０年間を計画期間とする「第六次鹿児島市

総合計画」を策定し、その中で、基本計画を前期・後期の５年間ずつに分けて、総合的か

つ計画的にまちづくりを進めています。 

 このアンケート調査は、令和８年度で計画期間を終了する「前期基本計画」の達成状況

を把握するとともに、新たに策定する令和９年度からの「後期基本計画」の検討にあたっ

て、参考とさせていただくものです。 

ご多用な中、誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くださいますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

令和７年５月 

鹿児島市長 下鶴 隆央 

 

■ 総合計画とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

《都市像》 総合計画期間内で目指す、将来のまちの姿 

  

第六次鹿児島市総合計画に係る 

市民意識アンケート調査 

参考資料１ 
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≪ アンケート調査について ≫ 

 ○このアンケート調査は、さまざまな施策をはじめ、本市のまちづくりに関して、市

民の皆様がどのように感じておられるかといったことを把握するためのもので、本

市在住の 16 歳以上の方の中から無作為に抽出した 5,000 名を対象に実施するもの

です。 

○ご回答いただいた内容は、統計的に処理し、個人が特定されることや他の目的に使

用することは一切ありません。 

 ○今後、このアンケート調査結果も参考にしながら、さらに検討を進めてまいりたい

と考えておりますので、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いいたします。 

 

※回答方法は、郵送とオンラインの 2 種類あります 

～ ご回答にあたって ～ 
    ①か②いずれかの方法でご回答ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答方法①「アンケート調査票」に記入し、郵便ポストに投函 

○ 回答は、封筒のあて名のご本人がお答えください（ご本人が記入できない場合は、 

○ ご家族などが、ご本人のお考えを聞きながら、代わりにご記入いただいても結構です） 

○ 黒の鉛筆またはボールペンなどではっきりと記入してください 

○ 調査票は、お手数ですが、同封の返信用封筒にて、令和７年６月９日（月）までに 

○ 投函してください（※切手は不要です） 

○ 調査票、返信用封筒に住所、氏名を記入する必要はありません 

回答方法②「パソコン・タブレット・スマートフォン」でオンライン回答 

○ 回答は、封筒のあて名のご本人がお答えください（ご本人が入力できない場合は、 

○ ご家族などが、ご本人のお考えを聞きながら、代わりにご入力いただいても結構です） 

○ 令和７年６月９日（月）までにご回答ください 

○ オンライン回答のＵＲＬ 

https://shinsei.pref.kagoshima.jp/HxhiaIxI 

※上記ＵＲＬを入力するか、右の二次元コードを読み取ってください 

※下記の「オンライン回答用番号」を入力して回答を開始してください 

※一部の携帯電話、スマートフォンからはご利用いただけない場合が 

ございます 

 

オンライン回答用番号 〇○○○○ 

※この番号は重複回答を防ぐためのものであり、個人が特定されることはありません 
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■ このアンケートに関する問合せ先 

    ①回答方法や調査票の郵送について 

調査受託：○○○○株式会社（担当：○○） 
電 話： ○○○－○○○－○○○○ 
ＦＡＸ： ○○○－○○○－○○○○ 

E-mail：○○○○@○○.○○ 

    ②調査の内容について 

調査実施：鹿児島市 政策企画課（担当：中水
なかみず

、紫
し

垣
がき

） 
電 話： ０９９－２１６－１１０６ 
ＦＡＸ： ０９９－２１６－１１０８ 

E-mail：seisaku-k@city.kagoshima.lg.jp 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

マグマシティ PRキャラクター 火山の妖精 マグニョン 
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【アンケート調査票】 

 この用紙に直接回答を記入してご返送ください  
 

 

■ 第六次鹿児島市総合計画の基本構想では、目指すべき都市像として、 

「つながる人・まち 彩りあふれる 躍動都市・かごしま」を掲げ、これを実現するた

めに「信頼とやさしさのある共創のまち」など、６つの基本目標をたてています。 
 
 

このようなまちを目指します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ここからは、この基本目標に関連して、「鹿児島市の現状」や「あなた自身のこと」

についてお聞きしますので、質問ごとに当てはまる項目をひとつ選んで、その番号に

○をつけてください。 

 

1-1 市民や地域（町内会やコミュニティ協議会）、団体等（事業者、 

ＮＰＯ法人及びボランティアグループなど）によるまちづくり 

活動が行われていると感じますか。 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

１．信頼とやさしさのある 共創のまち 【信頼・共創政策】 

鹿児島市の市政についておうかがいします 

信頼とやさしさのある 
共創のまち 

【信頼・共創 政策】 

自然と都市が調和した 
うるおいのあるまち 

【自然・環境 政策】 【産業・交流 政策】 

自分らしく 

健やかに暮らせる 
安心安全なまち 

【健康・安心 政策】 【子ども・文教 政策】 

質の高い暮らしを支える 
快適なまち 

【都市・交通 政策】 

≪都市像≫ 

＜基本構想＞ ※令和４年度～令和１３年度 

≪基 本 目 標≫ 

魅力にあふれ人が集う 
活力あるまち 

豊かな個性を育み 

未来を拓く 

誇りあるまち 
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1-2 コンビニでの住民票などの交付やスマートフォン決済アプリによる市税 

等の納付、インターネットを通して各種申請や届出ができる電子申請、 

ＳＮＳ等を活用した市政情報の発信などにより、市民が必要としている 

行政サービスが効率的に提供されていると感じますか。 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

1-3 国内外の他の都市や地域との交流が図られたり、行政と大学・ 

事業者などが連携して事業等に取り組むなど、多様な主体との 

連携、交流が進んでいると感じますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

1-4 鹿児島市は、一人ひとりの人権や多様性が尊重され、性別や年 

齢、国籍などにかかわらず、誰もが個性と能力を発揮できるま 

ちづくりが進んでいると感じますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

1-5 あなたは、過去１年間に、地域・職場の研修や講演会、パネル 

   展など、人権について学ぶ機会がありましたか。 

１ ２ ３ 

何回もあった １～２回あった なかった 

 

1-6 生活の中で、キャッシュレス決済やさまざまなオンラインサー 

ビスなど、ＩＣＴ（情報通信技術）が活用され、生活が便利に 

なっていると感じますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 
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2-1 鹿児島市は、家庭や企業などで太陽光発電の設置が進んでいる 

と感じますか。 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

2-2 あなたは、ごみを減らすために、３Ｒ（スリーアール）を実践 

していますか。 

※３Ｒとは、ごみの減量化・資源化を図る取組のことで、Reduce(リデュース 

:発生抑制),Reuse(リユース;再使用),Recycle(リサイクル:再生利用)の 

頭文字をとったもの。 

１ ２ ３ 

すべてしている 一部している まったくしていない 

 

2-3 鹿児島市内には、緑や水辺などの自然とのふれあいの場や機会 

   がたくさんあると感じますか。 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

2-4 あなたの住むまちは、きれいで快適なまちと感じますか。 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

2-5 あなたは、過去 1年間に町内会や職場、学校などで行う 

まち美化活動（ごみ拾いや清掃活動）に参加したことが 

ありますか。 

１ ２ ３ 

何回も参加した １～２回参加した 参加しなかった 

２．自然と都市が調和した うるおいのあるまち 【自然・環境政策】 
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3-1 多くの観光客が訪れ、にぎわうなど、観光がまちに活力を 

与えていると感じますか。 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

3-2 スポーツイベントやプロスポーツチームの活躍、スポーツキャ 

ンプの受入、また市民のスポーツ活動などを通じて、スポーツ 

がまちに活力を与えていると感じますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

3-3 産業の振興が図られ雇用機会に恵まれるなど、地域産業が活性化していると感じます

か。 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

3-4 いづろ・天文館地区、鹿児島中央駅地区、上町・ウォーター 

フロント地区といった中心市街地がにぎわっていると感じま 

すか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

3-5 スーパーや直売所などで地元産の農林水産物や加工品が多く 

流通しているなど、農林水産業の振興が図られていると感じ 

ますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

３．魅力にあふれ人が集う 活力あるまち 【産業・交流政策】 
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4-1 高齢になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域で 

見守る体制や福祉・介護サービスが整っていると感じますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

4-2 福祉が充実し、お互いに支え合う暮らしやすいまちであると感じますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

4-3 あなたは、過去１年間に福祉活動やボランティア活動に参加したことがありますか。 

１ ２ ３ 

何回も参加した １～２回参加した 参加しなかった 

 

4-4 健康教室・健康相談など健康づくりへの支援、安心安全な医療 

体制（夜間・休日の救急医療の確保や市立病院の機能充実など） 

が充実していると感じますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

4-5 事故やけがの予防、交通安全や防犯等の対策により、安心安全で 

暮らしやすいと感じますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

4-6 大雨や台風、地震、火山噴火などに対する防災対策が充実していて、災害に強いまち

であると感じますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

４．自分らしく健やかに暮らせる 安心安全なまち 【健康・安心政策】 
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5-1 妊産婦・乳幼児健診をはじめとした、妊娠・出産・子育てにお 

ける切れ目のない支援や、保育所等の待機児童ゼロに向けた取 

組、地域における子育て支援施設（りぼんかん・つどいの広場 

など）の充実などにより、安心して子どもを生み育てられる環 

境が整っていると感じますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

5-2 子育て家庭に対する経済的支援や、子ども食堂などこどもの居場所づくりの推進、 

こども家庭センターの設置など児童虐待対策の充実等により、子どもたちが健やかに

成長し、将来にわたって夢や希望を持てると感じますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

5-3 キャリア教育や国際的な視野を育む教育など、夢と志を持ち 

可能性に挑戦する児童生徒を育む教育がなされていると感じ 

ますか。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

5-4 公民館講座や電子図書館サービスなど、生涯を通じて興味・ 

関心のあることを学ぶ環境が整っていると感じますか。 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

5-5 音楽や美術等の芸術を鑑賞したり、史跡を訪れて歴史や伝統に 

触れ親しむなど、身近に体験できる環境が整っていると感じ 

ますか。 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

５．豊かな個性を育み未来を拓く 誇りあるまち 【子ども・文教政策】 
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6-1 商業、医療、福祉等の都市機能を備えた魅力ある都市空間が 

形成されていると感じますか。 
 

 
 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 
6-2 生活道路や上下水道などの生活に密着した都市基盤施設の整備により、誰もが暮らし

やすい生活の基盤づくりが進んでいると感じますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 
6-3 道路や公共交通（電車・バス・フェリー等）などの交通環境が充実していると感じま

すか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

感じる どちらかといえば 

感じる 

どちらとも 

いえない 

どちらかといえば 

感じない 

感じない 

 

7 鹿児島市では、2013 年をピークに人口が減少し、今後も減少は続くと予測されていま

す。人口減少・少子高齢化の進行は、労働力人口の減少や消費市場の縮小、社会保障費

の増大など、地域経済社会に深刻な影響を与えることが懸念されることから、人口減少

に歯止めをかけるための取組や人口減少社会に適応するための取組が必要となります。 

 鹿児島市が人口減少時代を乗り越え、将来にわたって活力を維持していくために、どの

ような取組に力を入れてほしいと思いますか。（該当する番号を次の中から、３つまで

選び○印をお付けください。） 

 

選択肢 

１ こどもの夢や希望、健やかな成長を保障するこども施策の推進 

２ 結婚・出産・子育てへの支援、仕事と子育ての両立 

３ 女性活躍に向けた意識や働き方の改革、格差の是正 

４ 魅力的で安定した雇用の場の確保 

５ 地域産業の振興、稼ぐ力の向上 

６ 地域資源を生かした観光・交流の拡大 

７ まちなかのにぎわい創出やエンターテインメントの充実 

８ 買物・福祉・医療など生活関連サービスの維持向上 

９ インフラ、住環境、公共交通など持続可能な都市・生活基盤の構築 

１０ デジタル技術の活用による利便性やサービスの向上 

１１ 互いに支え合う地域コミュニティの維持向上 

１２ 地域の将来を支える人材の教育、担い手の確保 

１３ 鹿児島市への想いや関わりをもつ関係人口の拡大、移住の促進 

１４ 安心安全を支える防災・防犯・消防力等の強化 

６．質の高い暮らしを支える 快適なまち 【都市・交通政策】 
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 ■ 質問ごとに当てはまる項目をひとつ選んで、その番号に○をつけてください。 

 

Ｆ１ あなたの性別をお答えください。 

１ 男性     ２ 女性     ３ 答えたくない 

 

Ｆ２ あなたの年代をお答えください。 

１ １０歳代           ６ ６０歳～６４歳      

２ ２０歳代           ７ ６５歳～６９歳 

３ ３０歳代           ８ ７０歳代  

４ ４０歳代           ９ ８０歳以上 

５ ５０歳代 

 

Ｆ３ あなたが現在同居している家族の構成をお答えください。 

１ 単身者(一人暮らし)          ４ 親と子どもの世帯(末子が 18 歳以上) 

２ 夫婦のみの世帯            ５ 三世代同居の世帯 

３ 親と子どもの世帯(末子が 18歳未満)   ６ その他（            ） 

 

Ｆ４ あなたは鹿児島市に通算でどのくらいお住まいですか。 

１ １年未満               ４ １０年以上～２０年未満 

２ １年以上～５年未満          ５ ２０年以上～３０年未満 

３ ５年以上～１０年未満         ６ ３０年以上 

 

Ｆ５ あなたのご職業をお答えください。 

１ 農林水産業              ５ 無職 

２ 自営業                ６ 学生 

３ 会社、工場、商店、団体など勤務    ７ その他（        ） 

４ 公務員 

 

 

 

 

次のページに続きます >>  

あなたご自身についておうかがいします 
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Ｆ６ あなたのお住まいはどの地域・地区ですか。地域・地区の欄の番号に○をつけて  

  ください。 

 

地域・地区 町 丁 目 名 

１ 中央 

名山町、平之町、東千石町、西千石町、中町、金生町、照国町、泉町、住吉町、堀江
町、大黒町、呉服町、新町、船津町、城南町、松原町、南林寺町、甲突町、錦江町、 

新屋敷町、樋之口町、山之口町、千日町、加治屋町、中央町、上之園町、上荒田町 

２ 上町 

坂元町、西坂元町、東坂元１～４丁目、清水町、衹園之洲町、皷川町、池之上町、 

稲荷町、春日町、柳町、浜町、上竜尾町、下竜尾町、冷水町、長田町、大竜町、 

上本町、小川町、本港新町、易居町、山下町、城山町、玉里団地１～３丁目、若葉町、 

吉野町の一部（磯、花倉、三船、竜ヶ水及び平松） 

３ 鴨池 

高麗町、荒田１～２丁目、与次郎１～２丁目、下荒田１～４丁目、天保山町、鴨池新
町、鴨池１～２丁目、唐湊３～４丁目、郡元町、郡元１～３丁目、南郡元町、東郡元
町、真砂町、真砂本町、三和町、南新町、日之出町、紫原１～６丁目、西紫原町、 

桜ヶ丘７～８丁目、宇宿１～９丁目、中央港新町、新栄町、向陽２丁目 

４ 城西 

城山１～２丁目、新照院町、草牟田町、草牟田１～２丁目、玉里町、永吉１～３丁目、
明和１～５丁目、原良町、原良１～７丁目、薬師１～２丁目、城西１～３丁目、 

鷹師１～２丁目、常盤町、常盤１～２丁目、西田１～３丁目 

５ 武・田上 
武１～３丁目、唐湊１～２丁目、紫原７丁目、向陽１丁目、広木１～３丁目、田上町、
田上１～８丁目、田上台１～４丁目、西別府町、武岡１～６丁目、西陵１～８丁目、
小野町の一部（西之谷） 

６ 谷山北部 
五ヶ別府町、星ヶ峯１～６丁目、皇徳寺台１～５丁目、山田町、中山町、中山１～２

丁目、自由ヶ丘１～２丁目、桜ヶ丘１～６丁目、小原町、魚見町、東谷山１～７丁目、
清和１～２丁目、希望ヶ丘町、小松原１～２丁目、東開町 

７ 谷山 

西谷山１～４丁目、清和３～４丁目、上福元町、谷山中央１～８丁目、下福元町、 

慈眼寺町、和田１～３丁目、平川町、卸本町、南栄１～６丁目、七ッ島１～２丁目、
谷山港１～３丁目、錦江台１～３丁目、坂之上１～８丁目、光山１～２丁目 

８ 伊敷 

伊敷町、伊敷１～８丁目、伊敷台１～７丁目、西伊敷１～７丁目、千年１～２丁目、
花野光ヶ丘１～２丁目、下伊敷町、下伊敷１～３丁目、小野町（西之谷を除く）、 

小野１～４丁目、犬迫町、小山田町、皆与志町 

９ 吉野 
岡之原町、緑ヶ丘町、川上町、下田町、吉野町（磯、花倉、三船、竜ヶ水及び平松を除
く）、吉野１～４丁目、大明丘１～３丁目 

10 桜島 

桜島赤水町、桜島赤生原町、桜島小池町、桜島西道町、桜島白浜町、桜島武町、 

桜島藤野町、桜島二俣町、桜島松浦町、桜島横山町、新島町、野尻町、持木町、 

東桜島町、古里町、有村町、黒神町、高免町 

11 吉田 西佐多町、東佐多町、本城町、本名町、宮之浦町、牟礼岡１～３丁目 

12 喜入 喜入瀬々串町、喜入中名町、喜入生見町、喜入前之浜町、喜入町、喜入一倉町 

13 松元 石谷町、入佐町、上谷口町、直木町、春山町、福山町、松陽台町、四元町、平田町 

14 郡山 花尾町、有屋田町、川田町、郡山町、郡山岳町、西俣町、東俣町、油須木町 
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最後に、鹿児島市政に対するご意見やお考えを自由にお書きください。 

※ 本調査は、ご回答者のプライバシーを尊重する観点から無記名方式でお願いしており

ます。個別の回答が必要な「相談」や「質問」については、担当部局へ直接お問い合

わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力、ありがとうございました。 
  ご面倒ですが、もう一度、記入漏れなどがないかご確認のうえ、 

同封の返信用封筒（切手は不要）に入れ、令和７年６月９日（月）までに 

ポストに投函してください。 


